
 

     学校だより３月 

令和 7年３月３日 

荒川区立 

峡田小学校 

校長 松本 典之 

「どんな生き方をしたいのか？」      校長 松本 典之 

２月２７日（木）、６年生と保護者の皆様からご招待をいただき、教職員は謝恩会に参加しました。この

日のために、たくさんの時間をかけて準備をしてくれた６年生。劇ありダンスあり合奏ありと、大変楽しく、

そして素敵な時間を過ごすことができました。この１年間、いつも下級生の手本として、そして憧れとして、

峡田小学校を引っ張ってくれた６年生！！行事や集会、全校での活動のたびに、我々教職員の期待を大き

く上回る活躍を見せてくれた６年生！！自分たち自身で会を運営する姿を頼もしく眺めながら、もうすぐで

お別れという寂しさも同時に感じる時間となりました。３月は、６年生を送る会、交流給食、おめでとうの

会等、６年生との別れを惜しみ、そして交流を楽しむ会がたくさん控えています。教職員・在校生ともに、６

年生とのお別れは大変寂しいですが、６年生には、残りの峡田小学校での時間を楽しみ、笑顔で卒業式

を迎えて欲しいと願っています。 

  少し時計を巻き戻しますが、１月１８日（土）、道徳授業地区公開講座にて、絵本作家のくすのきしげの

り先生をお招きし、講演会を行いました。例年、講演会には高学年しか参加しないのですが、せっかくの

機会なので、全児童で講演を聞くことにしました。くすのき先生は１年生でも飽きないように、絵本の読み

聞かせを交えながら、分かりやすくユーモアたっぷりにお話をしてくれたので、子どもたちは大変楽しそう

に先生のお話に聞き入っていました。実は、講演会の前に、校長室で先生と二人でお話をする機会を得

たのですが、先生は「今日、子どもたちに一番伝えたいことは、『将来、どんな生き方をしたいのか？』に

ついて考える機会をもってほしいということ。『〇〇になりたい』と夢を抱くのはとても大切だけれど、『〇

〇』という職業がゴールであってはダメ！！『〇〇になって何をしたいのか！』『どんな人間になりたいの

か？』つまり『どんな生き方をしたいのか？』を考えてほしい。先生や保護者のみなさんには、その機会を

与える教育をしてほしい。」と熱く話されていました。 

峡田小学校は、現在キャリア教育を研究のテーマに据え、教育活

動に励んでいます。キャリア教育の目標は、社会的・職業的自立に向

け、必要な基盤となる能力や態度を育てることにありますが、さらに突

き詰めて考えると、結局は「子どもたち自身が目指す『生き方』を実

現するための教育」につながるような気がします。我々の進めてきた

教育活動に対して、くすのき先生が価値付けをしてくれたようで、大変

勇気付けられました。巣立ち行く６年生にも、まだまだ峡田小で過ご

す子どもたちにも、「どんな生き方をしたいのか？」という問いを投げ

かけるとともに、自分自身で考え、その答えに向かって自ら歩んでい

けるよう教職員一同、今後とも全力で支援していきます。 

この 1 年間、保護者の皆様、地域の皆様には、多大なるご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げ

ます。至らぬ点も多々あったと反省は尽きませんが、そうであるにもかかわらず、いつも教職員に対し温か

い励ましの言葉をかけていただき、大変心強く感じました。ありがとうございました。今後とも変わらぬお

力添えを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

 

～自分で考え 友達と一緒に活動し 振り返りのできる子～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事予定（）内は学年、学級 

1 土  

2 日  

3 月 全校朝会 ひまわり５時間授業 

4 火 
Ｂ時・個別指導日(2～6) 校外学習(ひ) 

アンプティーサッカー(4) 

5 水 安全指導 

6 木 ６年生を送る会 縦割り班集会 

7 金 ５時間授業 代表委員会(45) 

8 土  

9 日  

10 月 全校朝会 

11 火 Ｂ時・個別指導日(2～6) 囲碁教室(5) 

12 水  

13 木 クラブ活動 

１４ 金  

15 土  

16 日  

17 月 全校朝会 ひまわり５時間授業 

18 火  

19 水 卒業式予行 

20 木 春分の日 

21 金 
４時間授業 給食終 

おめでとうの会 14:00頃下校 

22 土  

23 日  

24 月 卒業式 

25 火 修了式 

26 水 春季休業日始 

27 木  

28 金  

２９ 土  

30 日  

31 月  

LAST STAGE～卒業～ 

第６学年主任 石垣 麻帆    

 卒業まで残り１５日になりました。今年の６年

生は「素直にひたむきに頑張る、優しい」子ど

もたちでした。これまでの峡田小学校の６年生

から引き継いだバトンをより輝かせようとこの

１年間走り抜けてきました。運動会では、最高

学年としての『自信と誇り』を感じ、下田移動

教室では、協力し、支え合う『協調』の心を育

て、マーチングバンドでは、下級生からの『憧

れ』の存在になりました。学芸会では、『創造

力』を高め、連合運動会では『励まし合う力』

の大きさを感じることができました。下級生の

気持ちを大切に活動していた縦割り班活動や

委員会、クラブ活動では『優しさ』を育み、友

達とたくさんぶつかり合いながらも、互いのよ

さや頑張りを認め、日々成長していきました。 

この１年間、多くの人に支えられながら人間

力を磨いてきた６年生は、まさに峡田小学校

自慢の最高学年となりました。 

 これまでの感謝の気持ちと、成長できたとい

う自信をもって、残りの日々を歩んでいきます。 

峡田小のスターとヒーローたちの１年間 

第１学年主任 鈴木 貴代美 

 この一年を振り返ってみると、１年生のヒーローたちの輝く場

面がたくさんありました。精一杯走って踊った運動会。頑張る気

持ちが溢れていました。一人ひとりが主役だった学芸会。峡田

小のスターたちが輝いた瞬間でした。電車に乗って行った遠

足。上野動物園では、２年生と一緒に行動し、楽しい思い出が

できました。行事を終えるたびに心も体も大きく大きく成長した

１年生。 

  たくさん学んで、読み書き計算もできるようになりました。自

分たちで考え集会を計画したり相手の気持ちを考えて行動した

りする子も増えています。 

  先月行われた校長室検定は、休み時間に校長室前の廊下に

列をつくり緊張しながら一人ずつ詩の暗唱をチャレンジする顔

は真剣そのものでした。友達が合格すると自分のことのように

「おめでとう。」、「良かったね。」という声が聞こえてきます。そん

な子どもたちの姿に担任も笑顔をもらいます。努力し認め合う

素敵な時間となりました。 

一歩一歩着実に成長してきた１年生。残り１か月は、１年間の

総まとめと、新１年生を迎える準備が始まります。２年生に向か

って全員が精一杯自分を磨き輝いていけるよう見守っていきた

いと思います。 

 

 

☆予告なしの避難訓練があります。 


